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外科 I中原 弘， O小野博通
本症は十代の女子に好発するものとされ，本邦に於
ける最年少の報告例は生後52日目である．我勺It生後
35日目の男児に発生した本症を生後52日間に総輸胆管
十二f旨！iP.j吻合術により治癒せしめたので報告した．
尚拡張せる輸胆管の内容は約400ccで腫療は略骨繋
院に迄迷し，乳児の休怖にj七し非常に巨大であった．
同特異な経過をとれる小f!l<¥jおf!J獲腫性蜘網
膜炎の 1例
外科 I初同治彦
症例51才男子右側難聴，顔面右半側の知覚異常，歩
行障害p 視カIW¥<':1';.，頭痛を主訴とし，約2年前より慢
性に経過した小脳橋角蜘網膜炎が， 比較的短期間に褒
腫を形成し，脳圧先進症状と共に， Winkelsyndrom
を来たし，術前小脳橋角ijfilfl)jを疑わしめた．後頭下関
頭により，橋角部に褒腫性蜘網膜炎の存在を確認し，
重要鹿内等排除術を施行し，症状は速かにま刊·~した．
